
公表日：令和 8 年 3月 24 日

～ 令和7年9月27日

（対象者数） 16 （回答者数） 15

～ 令和7年9月16日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童が楽しみながら通ってくる事業所、成長を感じら
れる事業所、安心して通ってもらえる事業所を常に考
えながら、決められたルールを遵守して取り組んでま
いります。

2
ご利用いただける日程を、すぐにご案内できるように
職員間の情報共有をおこなってまいります。

3
リトミックなどのプログラムの幅を広げて、より楽し
いプログラムが実施できるように職員全員で取り組ん
でまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
系列の事業所に通所可能な場合、系列事業所と連携を
とり、ご利用いただけるようにしてまいりたいと考え
ております。

2
ご希望に沿えるよう、今後も経路や人員、車両などに
ついて検討してまいります。

3
完全なバリアフリー化は難しい状況ですが、段差を少
なくするなど、現在通所いただいているご利用者様の
安全に配慮してまいります。

○事業所名 COMPASS発達支援支援センター川崎

○保護者評価実施期間 令和7年9月16日

○保護者評価有効回答数

令和7年9月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年10月6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

建物の構造上バリアフリーにできず、受け入れが難しい
場合があります。

現在の構造上、大きく改善することが難しい状況です。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

お問い合わせやご見学いただいた際、ご利用のご案内を
させていただける曜日が限定されてしまいます。

定員に達している曜日が多く、ご利用いただけないこと
があります。

送迎のご希望が多く、ご希望に沿えない場合が多くあり
ます。

ご希望に沿って送迎を実施したいのですが、交通事情に
よる時間的な問題などにより、送迎をおこなえない場合
があります。

COMPASSでは全国に事業を展開しており、系列事業
所との連携があります。
各担当者が会議や勉強会をおこなっており、事例検討な
ども含めて多様な視点からの意見を取り入れ、計画書や
日々の療育に反映しております。

各担当ごとに事業部内で担当グループが形成されてお
り、担当グループ主体での会議や勉強会が実施されてい
ます。
複数の地域に事業所があるため、不明な点などは指定権
者に確認をし、法令に沿った事業所運営をおこなってお
ります。

通所されている園のプログラムなどに合わせて、ご利用
時間などをご相談いただき、できる限り定期的なご利用
を実施しております。

予めご予定を立てていただき、ご都合がつかない場合
は、なるべくその週に日程調整をしていただくようにし
ております。

学齢が近い児童との関わりだけでなく、異年齢の児童と
も一緒に楽しめるように考えております。

プログラムやイベントなどを盛り込み、楽しくご利用い
ただけるように職員全員で考えております。

令和
7年度
事業所における自己評価総括表(公表 )

COMPASS発達支援センター川崎


